
人
材
派
遣
業
の
最
近
の
状
況
に
つ
い
て

社
団
法
人
日
本
人
材
派
遣
協
会

会
長

篠

原

欣

子

氏

中
部
地
域
協
議
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
当
協
会
の

運
営
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
度
、
５
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
定
時
総
会
、
理
事
会
に

お
い
て
、
当
協
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
篠
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。

４７０
社
に
も
の
ば
る
会
員
企
業
を
擁
す
る
当
協
会
の
新
会
長
と
し

て
、
不
慣
れ
で
い
た
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

精

一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

昨
今
、
日
本
の
経
済
に
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
は
じ
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
牟
１
月
～
３
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
実
質
５
．
６
％
と
ヽ
景

気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
完
全

失
業
率
も
４
．
７
％
と
ヽ
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
人
材
派
遣
業
界
で
は
、
こ
こ
最
近
、
企
業
様

か
ら
の
ご
依
頼
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
景
気
低
迷
時
に
人
員

削
減
を
行

っ
て
い
た
企
業
様
も
、
こ
う
し
た
景
気
回
復
兆
し
の
中

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
人
員
体
制
で
は
業
務
遂
行
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
も
、

新
た
に
人
を
雇
用
す
る
動
き
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

派
遣
と
い
う
一屋
用
形
態
は
、
働
く
人
に
と
っ
て
も
選
択
肢
を
広

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
１４
年
度
労

働
者
派
遣
事
業
の
事
業
報
告
で
は
、
派
遣
労
働
者
数
が

２．３
万
人
に

達
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
協
会
の
調
査
に
よ
る
派

遣
労
働
者
実
稼
働
者
数
で
も
、
対
前
年
同
月
比
約
８
％
の
伸
び
を

示
し
て
お
り
、派
遣
で
働
く
人
た
ち
は
、年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

経
済
の
発
展
や
社
会
構
造
の
変
貌
に
よ

っ
て
、
新
し
い
職
種
、

新
し
い
エ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
１
９
８
６
年
に
労
働
者
派

遣
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
２０
年
余
り
が
経
ち
、
労
働
環
境
は
今
、

様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
労
働
者
派
遣
法
成
立
当
初
は
、

１６
業
種

し
か
派
遣
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化

に
伴
い
、
度
重
な
る
改
正
を
経
て
、
現
在
で
は

一
部
の
業
務
を
除

き
、
ほ
と
ん
ど
の
業
務
で
の
派
遣
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
世
の
中
の
動
き
に
伴
い
、
本
年
３
月
、
改
正
労
働
者
派
遣

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
法
改
正
で
は
、
製
造
業
分
野

へ
の
派
遣
が
解
禁
さ
れ
、
さ
ら
に
は
派
遣
期
間
の
延
長
、
紹
介
予

定
派
遣
の
運
用
緩
和
な
ど
、大
幅
な
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ

っ
て
、
就
業
人
口
は
こ
れ
ま
で
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
か
ら

一
変
し
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
代
の
変
化
に
伴
二
屋
用
の
ゆ
が
み
を
解
決
し
て
、
新
た
な

一屋
用
を
創
造
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
を
提
案
す
る
こ
と
が
、
私

ど
も
人
材
サ
ー
ビ
ス
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
度
の
法
改
正
に
お
い
て
も
、
よ
り

一
層
の
人
材
派
遣

業
界
及
び
当
協
会
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

さ
て
、
５
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
時
総
会
に
お
い
て
、
新
執

行
部
を
始
め
、
新
役
員
の
理
事
、
監
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
１６
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
、
当
協
会
の
基
本
的
活
動
方
針
は
次
の
４
点
に
な
り
ま
す
。

①
改
正
派
遣
法
を
始
め
と
し
た
関
係
諸
法
令
の
遵
守

事
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
派
遣
の
将
来
ビ
ジ

∃
ン
の
作
成

労
働
者
派
遣
事
業
の
将
来
の
在
り
方
を
、
関
係
団
体
、
学
識

経
験
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
調
査
、
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度
を
始
め
と
す
る
福
利
厚
生

。

能
力
開
発
の
支
援

特
に
、
こ
の
度
の
改
正
派
遣
法
に
よ
る
製
造
業
務
へ
の
派
遣

解
禁
に
伴
い
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
安
全

・
衛
生
教
育
や
派
遣

先
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
正
し
い
情
報
の
発
信

労
働
者
派
遣
事
業
の
実
態
を
正
し
く
社
会
に
理
解
い
た
だ

き
、
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
４
点
を
本
年
度
事
業
活
動
の
中
心
テ
ー
マ
と
し
、
積
極

的
な
事
業
展
開
に
努
め
、
一雇
用
と
い
う
側
面
か
ら
広
く
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

地
宏
の
メ
ろ
ば

平成16年 7月

中部地域

協 議 会

カ

の

権 ぇ

叛 ぇ

の

卒
式

紫
ず

の

す
た

ゑ



新
設
「需
給
調
整
事
業
課
」
の
ご
案
内
と
ご
協
力
の
お
願
い

愛
知
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給
調
整
事
業
課

課
長
補
佐
　
小

出

政

彦

氏

○
職
安
法

・
派
遣
法
の
改
正

日
本
人
材
派
遣
協
会
中
部
地
域
協
議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
私
ど
も
の
行
政
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
数
隼
５
％
台
を
記
録
し
続
け
て
い
た
完
全
失
業
率

が
３
月
以
降
年
％
に
低
下
し
、
求
人
倍
率
も
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
動
き
が
必
ず
し
も
十

分
な
雇
用
の
改
善
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い
ま

す
。平

成
１６
年
３
月
、
改
正
職
業
安
定
法
と
改
正
労
働
者
派
遣
法
は
、

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
①

派
遣
受
入
期
間
の
延
長
、
物
の
製
造
業
務
へ
の
派
遣
対
象
業
務
の

拡
大
、
紹
介
予
定
派
遣
制
度
の
確
立
な
ど
、
労
働
者
派
遣
事
業
が

活
躍
す
る
舞
台
を

一
層
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
②
派
遣
先
で
の
直

接
一屋
用
へ
の
道
筋
な
ど
、
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
様
々
な
配
慮
を

一
層
明
確
に
し
た
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
行
政
側
の
体
制
も
変
更

同
時
に
、
平
成
１６
年
４
月
か
ら
、
従
来
は
各
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
を
窓
口
と
し
て
い
た
労
働
者
派
遣
事
業
関
係

の
業
務
に
つ
い
て
、
行
政
側
の
体
制
も
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
労
働
者
に
対
す
る
相
談
、
援
助
等
は
引
き
続
き
各
公
共
職
業

安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
も
取
り
扱
う
も
の
の
、
許
可

・
届

出
を
は
じ
め
他
の
業
務
は
労
働
局
で
直
接
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、

法
改
正
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
た
専
門
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
担

保
す
る
た
め
の
体
制
面
の
整
備
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
東
京
労
働
局
に
需
給
調
整
事
業
部
が
、
大
阪
労

働
局
に
需
給
調
整
事
業
第

一
課
お
よ
び
第
二
課
が
、
神
奈
川
、
静

岡
、
愛
知
、
京
都
、
兵
庫
、
広
島
、
福
岡
の
各
労
働
局
に
需
給
調

整
事
業
課
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

愛
知
労
働
局
に
お
い
て
は
、
平
成
１５
年
度
に

「あ
い
ち
民
間
需

給
調
整
室
」
を
設
置
し
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
愛
知
労
働
局
独
自
の
と
り
く
み
と
し
て
県
内
各
公
共
職
業
安

定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
関
係
業
務
を
集
中
す
る
形
で
業
務
を

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
１６
年
度
か
ら
は
、
全
国
的
な
体
制
整

備
の

一
環
と
し
て
、　
一
層
充
実
す
る
形
で
職
業
安
定
部
に

「需
給

調
整
事
業
課
」
を
設
置
し
業
務
運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

○
派
遣
事
業
に
対
す
る
期
待

日
本
の

「労
働
者
派
遣
」
制
度
は
、
１
９
８
５
年

（昭
和
６０
年
）

に
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
１９
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
規
制
緩
和
の
流

れ
に
沿
う
形
で
徐
々
に
拡
大
し
、
現
在
は
全
国
で
約
２
万
３
千
件
、

愛
知
で
約
１
，
７
０
０
件
の
事
業
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
造

業
務
へ
の
対
象
の
拡
大
な
ど
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
条
件
が
で
き
ま
し
た
。

労
働
者
派
遣
事
業
は
、
多
く
は
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
運
営

さ
れ
る
訳
で
す
が
、
働
く
場
を
求
め
る
労
働
者
と
働
く
人
を
求
め

る
事
業
主
の
間
の
労
働
力
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
、
国
の
機
関
と

は
別
の
立
場
で
適
正
か
つ
円
滑
に
進
め
る
社
会
的
な
役
割
を
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
分
野
で
規
制
緩
和
が
進
め
ら
れ
て

き
た
の
も
、
労
働
者
派
遣
事
業
が
日
本
の
労
働
力
需
給
調
整
に
と

っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
の
こ
と

で
す
。

○
専
門
機
関
と
し
て
の
社
会
的
役
割
を

言
う
ま
で
も
な
く
、
労
働
者
派
遣
事
業
は

一
般
の
商
品
で
は
な

く
労
働
力
を
取
り
扱
う
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
、
労
働

者
の
権
利
や
雇
用
の
安
定
に
関
す
る
様
々
な
配
慮
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「派
遣
」
と

「請
負
」
の
区
分
が
ま
だ
ま

だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
面
が
残
さ
れ
て
い
る
実
態
も
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
適
正
に
対
処
す
る
た
め
に
は
派
遣
先
の
理
解

が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
携
わ
る
皆
様
が
た

に
は
、
自
ら
適
正
な
運
営
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、

専
門
機
関
と
し
て
制
度
の
正
し
い
普
及
の
た
め
に
も
ご
尽
力
願
い

た
い
と
こ
る
で
す
。

い
ま
、
労
働
者
派
遣
事
業
は
社
会
全
体
か
ら
た
い
へ
ん
注
目
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
運
営
状
況
が
今
後
の
制
度
の
行
方
に
も
か
か
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
中
部
地
域
協
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
大
い
に
期
待
し
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
社
会

的
役
割
と
制
度
の
趣
旨
を
ご
承
知
い
た
だ
く
中
で
、
皆
様
方
の
お

仕
事
が

一
層
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

○

「需
給
調
整
事
業
課
」
の
ご
案
内

な
お
、
平
成
１６
年
度
よ
り
新
た
に
発
足
し
た
愛
知
労
働
局
職
業

安
定
部
需
給
調
整
事
業
課
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
職
員

一

同
、
新
体
制
の
も
と
で
職
務
の
遂
行
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【所
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市
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区
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番
１
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名
古
屋
広
小
路
ビ
ル
デ
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グ
‐２
階
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番
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】
０
５
２
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２
１
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１
５
５
８
７
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】
０
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２
１
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１
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１
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５
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【交
通
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線

・
鶴
舞
線
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見
」
駅
下
車
、
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出
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よ
り
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へ
徒
歩
５
分



改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行
後
の
動
向

愛
知
労
働
局
職
業
安
定
部
需
給
調
整
事
業
課

需
給
調
整
係
長牧

　

秀

利

氏

平
成
１６
年
３
月
よ
り
改
正
労
働
者
派
遣
事
業
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
１４
年
１２
月
に
労
働
政
策
審
議
会
が
建
議
し
、

平
成
１５
年
３
月
に
国
会

へ
法
案
を
提
出
、
衆
参
両
院
の
可
決
を
経

て
６
月
１３
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
１６
字
３
月
１
日
に
施
行
と
な

っ

た
も
の
で
す
。

派
遣
受
入
期
間
の
延
長
や
物
の
製
造
業
務

へ
の
派
遣
対
象
の
拡

大
な
ど
主
な
改
正
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
い
、
改
正
に
伴

っ

て
労
働
者
派
遣
事
業

へ
の
新
規
参
入
が
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
に
は
、
法
改
正
が
施
行
さ
れ
る
平
成
１６

る。
年
３
月
以
前
か

あ矩
ら
、
改
正
を
意

鵬
識
し
た
新
規
申

御
請
・届
出
が
増

激
加
し
ま
し
た
。

輔
　
【別
表
１
】

１ヽ。

は
愛
知
労
働
局

妨

管
内
に
お
け
る

※

労
働
者
派
遣
事

業
の
推
移
を
見

た
も

の
で
す
。

平
成
１４
年
度
ま

で
は
前
隼
度
比

約
１７
％
の
増
加

率
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
平

成
１５
早
度
に
は

別表 1過去5年間における労働者派遣事業の推移 (愛知労働局)

平成 11年度

冨業所件数
師

平成 12年度

諜卍数
|;igi子

平成 13年度

雲業所件数「写gi子
平成 14年度

事業所件数

匿

平成15年度

ヨ業所件徴「
igi子

一般 272 117 539 690

特定 688 ※310

計 ]227 ※494

増
加
率
が
倍
増
し
約
３６
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【別
表
２
】
は
、
平
成
１６
年
５
月
１
日
現
在
の
状
況
を
平
成
１５

年
４
月
１
日
時
点
と
比
較
し
た
も
の
で
す
が
、

１３
ケ
月
間
に
約

４２
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
比
較
的
製
造
業
が

活
発
な
西
三
河
地
域
が

・１６
％
ヽ
尾
張
地
域
が
７．
％
の
増
加
を
見
せ

て
い
る
こ
と
で
す
。

名
古
屋
市
内
地
域
に
お
い
て
も
従
来
以
上
に
増
加
し
て
い
る
の

で
す
が
、
相
対
的
に
増
加
率
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
事
業
所
数
の

変
化
を
見
る
限
り
、
大
都
心
に
集
中
す
る
従
来
の
傾
向
か
ら
、
製

造
業
を
含
め
広
域
的
に
分
布
す
る
傾
向
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
言

え
そ
う
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
に
入
り
、
製
造
業
務
を
中
心
に

「派
遣
」
と

「請
負
」
の
区
分
に
関
す
る
質
問
が
私
ど
も
に
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
法
改
正
を
き
っ
か
け
に
、
全
体
と
し
て

「適
正
な
請
負
」
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
意
識
が
活
発
に
な

っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

別表 2労 働 者 派 遣 事 業 所 の 増 加 状 況 (愛矢Π労働局・地域別)

一般派遣事業 特定派遣事業 計

H154,1 H16.51 増加率 H1641 ‖1651 増加率 H1541 H1651 増加率

屋
内

古名
市

424 525 238% 273% 929

尾 張 971% 609% 207 7]1ワ

西三河 127 924% 1354% 1162弘

東三河 538% 500% 520%

合 計 550 759 380% 1012 450% 1 771

新
任
あ
い
さ
つ

中
部
地
域
協
議
会

会
長
　
森

裕

氏

こ
の
た
び
中
部
地
域
協
議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

業
界
で
の
経
験
も
浅
く
、
本
当
に
会
長
職
が
ま
っ
と
う
で
き
る
か

心
配
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
お
よ
び
幹
事
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
項
い
て
、
私
も

一
所
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
少

し
ぐ
ら
い
の
へ
ま
に
は
目
を
つ
む
っ
て
頂
き
、
暖
か
く
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
る
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

愛
知
県
中
心
に
こ
の
中
部
地
域
は
経
済
活
動
が
活
発
化
し
、
人

を
募
集
し
て
も
集
ま
り
に
く
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
３
月
１
日
の
改
正
派
遣
法
の
施
行
も
あ
り
ま
し
た
。
生

産
派
遣
解
禁
へ
の
対
応
も
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
材
派

遣
業
界
に
は
追
い
風
が
吹
い
て
き
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
若
い
人
か
ら
年
配
の
方
に
ま
で
お
仕
事
を
紹

介
し
、
社
会
で
派
遣
業
界
が
信
頼
さ
れ
、
喜
ば
れ
、
認
め
ら
れ
て

い
く
た
め
に
は
、
法
律
や
社
会
ル
ー
ル
を
ぐ
り
、
秩
序
あ
る
行
動

を
と
ら
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
。
会
員
各
社
は
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り
ま

す
が
、
同
業
の
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
。
競
争
は
貌
争
と
し
て
お
互

い
正
々
堂
々
と
行
い
、
切
陸
琢
磨
し
、
業
界
を
盛
り
上
げ
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
部
地
域
協
議
会
の
役
割
に
は
、
フ
ァ
ジ
ー
な
面
も
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
聞
き
つ
つ
、
少
し
で
も

業
界
や
社
会
に
良
い
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
開

催
、
行
政
や
本
部
と
の
情
報
交
換
、
会
員
各
社
へ
の
サ
ー
ビ
ス
、

メ
ー
ル
活
用
に
よ
る
会
員
へ
の
情
報
発
信
の
効
率
化
な
ど
目
指
し

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
る
し
く
お
願

い
中
し
あ
げ
ま
す
。



△
奮

森 長

裕

副
会
長

（総
務
部
会
担
当
）

芝
　
野
　
一暑
　

一

副
会
長

（事
業
部
会
担
当
）

大
　
西
　
美
知
太
郎

副
会
長

（会
計
担
当
）

日
比
野
　
一一一吉
彦

ｍ
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

代
表
取
締
役

ｍ
パ
ソ
ナ

中
部
日
本
営
業
統
括
部
　
常
務
執
行
役
員

い
エス
・テ
ィ
・ティ
マーケティング
アクト名古屋

代
表
取
締
役
社
長

ピ
ー
プ
ル
ス
タ
ッ
フ
鰍

取
締
役
社
長

帥
ビ
ー
ト
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ

取
締
役
営
業
本
部
長

鰍
日
本
医
療
事
務
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
総
支
社
　
総
支
社
長

ア
デ
コ
的

名
古
屋
駅
前
支
社
　
支
社
長

旭
化
成
ア
ミ
ダ
ス
昧

名
古
屋
支
店
　
支
店
長

帥
ク
ロ
ッ
プ
ス
・
ク
ル
ー

代
表
取
締
役

的
ト
ヨ
タ
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
　
企
画
室
　
室
長

帥
メ
イ
ツ
東
海

代
表
取
締
役
社
長

的
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ

東
海
事
業
部
　
事
業
部
長

ｍ
ビ
ー
ハ
ー
フ

代
表
取
締
役

欄
ジ
ョ
ブ
コ
ム

代
表
取
締
役

幹

小 事

幹

近 事生辻よ々ヽ田片古
士
口

監

古 事

（総
務
部
会
）

藤
　
比
呂
史

路

　

　

達

秀

　

一

林
　
あ
ゆ
み

（事
業
部
会
）

川
　
幸
　
久

口
　
　
　
一死

田
　
浩

　

一

山
　
宏
　
之

田

　

　

弘

（監
査
）

田
　
年
　
季

オ
フ
ィ
ス
ス
キ
ル
認
定
制
度
の
実
施

①
　
協
会
の
能
力
開
発
委
員
会
と
連
携

協
会
の
会
議
に
敷
上
会
長

（８
回
）
出
席
し
て
、
情
報
交
換

及
び
討
議

②
　
平
成
１５
牟
度

『オ
フ
ィ
ス
ス
キ
ル
認
定
試
験
』
実
施

（平
成
１５
隼
・１
月
１
日
～
平
成
１５
隼
皿
月
３０
日
）

合
格
発
表

（平
成
１６
年
１
月
１５
日
）

研

修

会

第
２８
回

（平
成
１５
年
７
月
２３
日
　
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
）

参
加
９０
名

□
参
加
型
研
修

『
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
強
化
研
修
』

講
師
　
ク
オ
レ

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長

伊
　
谷
　
江
美
子
　
　
　
氏

終
了
後
懇
親
会
開
催
　
参
加
・０８
名

第
２９
回

（平
成
１５
年
１１
月
２６
日

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
　
郵
便
貯
金
会
館
）

参
加
・２４
名

倫
図
∪『個

別
的
労
働
紛
争
処
理
と
最
近
労
働
争
議
の
動
向
』

受験者数 116人

合格者数 75人

合 格 率 64,7%

講
師
　
愛
知
県
経
営
者
協
会
　
専
務
理
事
県
事
務
局
長

柴
　
山
　
忠
　
範
　
　
　
氏

『よ
い
会
社
わ
る
い
会
社
の
見
分
け
方
』

講
師
　
ｍ
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
　
名
古
屋
支
店
次
長

足
　
工上
　
　
　
啓
　
　
　
氏

終
了
後
懇
斌
会
開
催
　
参
加
・０６
名

（社
）
日
本
人
材
派
遣
協
会
　
中
部
地
域
協
議
会
で
は
、
新
規
会

員
企
業
を
募
集
中
で
す
。
入
会
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

（社
）
日
本
人
材
派
遣
協
会
　
中
部
地
域
協
議
会

総
務
部
会
　
芝
野
　
一暑
一

住
所
　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅

一
十

一
―
四

Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
３４
階

株
式
会
社
パ
ソ
ナ
中
部
日
本
営
業
本
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
二
十
五
六

一
十

一
四
二

一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
二
十
五
六

一
―
上

四
三
二

（本
文
中
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

編
集
発
行
人

中
部
地
域
協
議
会

事
業
部
会
　
古
　
田
　
　
　
　
弘

平
成
十
六
年
七
月
発
行

住
所

〒

４５０．
０００２

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
十
二
五
十
九

堀
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
五
二

（五
人
六
）
九
六
三

一
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